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１ 議 事 日 程（第１日） 

（平成２０年第３回有田川町議会定例会） 

平成２０年９月９日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 閉会中の所管事務調査報告について 

日程第 ５ 発委第 １ 号 有田川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

日程第 ６ 報告第 21 号 平成 19 年度 有田川町財政健全化判断比率等について 

日程第 ７ 議案第 100号 有田川町議会政務調査費の交付に関する条例を一部改正する 

条例の制定について 

日程第 ８ 議案第 105号 有田川町語学指導等を行う外国青年の報酬及び費用弁償に関 

する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第 83 号 平成 19年度 有田川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 10 議案第 84 号 平成 19年度 有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 11 議案第 85 号 平成 19年度 有田川町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第 12 議案第 86 号 平成 19年度 有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第 13 議案第 87 号 平成 19年度 有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第 14 議案第 88 号 平成 19年度 有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 15 議案第 89 号 平成 19年度 有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算の 

認定について 

日程第 16 議案第 90 号 平成 19年度 有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 17 議案第 91 号 平成 19年度 有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 18 議案第 92 号 平成 19年度 有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳 

入歳出決算の認定について 

日程第 19 議案第 93 号 平成 19年度 有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

の認定について 
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日程第 20 議案第 94 号 平成 19年度 有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 21 議案第 95 号 平成 19年度 有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

 日程第 22 議案第 96 号 平成 19年度 有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳 

出決算の認定について 

 日程第 23 議案第 97 号 平成 19年度 有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳 

出決算の認定について 

 日程第 24 議案第 98 号 平成 19年度 有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳 

出決算の認定について 

日程第 25 議案第 99 号 平成 19 年度 有田川町水道事業会計決算の認定について 

 日程第 26 議案第 74 号 平成 20 年度 有田川町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第 27 議案第 75 号 平成 20 年度 有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第 28 議案第 76 号 平成 20 年度 有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第 29 議案第 77 号 平成 20 年度 有田川町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

 日程第 30 議案第 78 号 平成 20 年度 有田川町簡易水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第 31 議案第 79 号 平成 20 年度 有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第 32 議案第 80 号 平成 20 年度 有田川町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第２号） 

 日程第 33 議案第 81 号 平成 20 年度 有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算 

（第１号） 

 日程第 34 議案第 82 号 平成 20 年度 有田川町水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第 35 議案第 101号 有田川町移動通信用鉄塔施設条例の一部を改正する条例の制 

定について 

 日程第 36 議案第 102号 有田川町移動通信用鉄塔施設整備事業分担金条例の一部を改 

正する条例の制定について 

 日程第 37 議案第 103 号 有田川町ふるさと応援寄附条例の制定について 

 日程第 38 議案第 104 号 吉備町人材育成基金条例等を廃止する条例の制定について 

 日程第 39 議案第 106号 有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

 日程第 40 議案第 107 号 有田川町地域交流センター条例の制定について 
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 日程第 41 議案第 108号 有田川町使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

 日程第 42 議案第 109 号 有田川町土地開発公社定款の一部変更について 

 日程第 43 議案第 110 号 財産の取得について 

 日程第 44 議案第 111 号 平成 19 年度 妙見池埋立工事請負変更契約について 

 

２ 出席議員は次のとおりである（26 名） 

   １ 番    尾 上 武 男        ２ 番    増 谷   憲 

   ３ 番    堀 江 眞智子        ４ 番    橋 爪 弘 典 

   ５ 番    東   武 史        ６ 番    細 東 正 明 

   ７ 番    田 中 良 知        ８ 番    岡   省 吾 

   ９ 番    前  利 夫      10 番    湊   正 剛 

   11 番    佐々木 裕 哲      12 番    森 本   明 

   13 番    横 畑 龍 彦      14 番    殿 井   堯 

   15 番    浦   博 善      16 番    林   道 種 

   17 番    坂 上 東洋士      18 番    楠 部 重 計 

   19 番    新 家   弘      20 番    西   弘 義 

   21 番    中  正 門      22 番    中 山   進 

   23 番    竹 本 和 泰      24 番    大 岡 憲 治 

   25 番    亀 井 次 男      26 番    森 谷 信 哉 

 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

 

５ 会議録署名議員 

   ３ 番    堀 江 眞智子        25 番    亀 井 次 男 
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６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（23 名） 

町    長  中 山 正 隆    副 町 長  山 﨑 博 司 

清水行政局長  保 田 永一郎    会 計 課 長  浜 田 文 男 

総 務 課 長  須佐見 政 人       企画財政課長  山 﨑 正 行 

総合業務課長  高 垣 忠 由    消 防 長  前 田 英 幸 

福 祉 課 長  星 田 仁 志    環境衛生課長  河 島 一 昭 

住 民 課 長  福 原 茂 記    税 務 課 長  赤 井 康 彦 

情報管理課長  水 口 克 將       建 設 課 長  中 西 一 雄 

産 業 課 長  中 島 詳 裕       地籍調査課長  大 方   肇 

水 道 課 長  山 本 満寿典       下 水 道 課 長  東   敏 雄 

教 育 委 員 長  鈴 間   稔    教 育 長  楠 木   茂 

学校教育課長  岩 本 良 憲       社会教育課長   西 尾 幸 治 

監 査 委 員  森 本 好 典 

 

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

     事 務 局 長  本 下 浩 久    書    記  池  ひろ子 
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８ 議事の経過 

開会  ９時２８分 

○議長（橋爪弘典） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は、２６人であります。 

 定足数に達していますので、第３回有田川町議会定例会は成立いたしました。 

 ただいまから、平成２０年第３回有田川町議会定例会を開会いたします。 

 

開議  ９時２９分 

○議長（橋爪弘典） 

 本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。 

 

…………… 日程第１ 会議録署名議員の指名 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、３番、

堀江眞智子君、２５番、亀井次男君を指名いたします。 

 

…………… 日程第２ 会期の決定 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 この際、議会運営委員長から９月３日に行われた委員会開催の結果について、ご報告を

願います。 

 議会運営委員長、岡省吾君。 

○議会運営委員長（岡 省吾） 

 おはようございます。 

 議長の指名がありましたので、議会運営委員会の経過と結果について、ご報告申し上げ

ます。 

 去る９月３日、議会運営委員会を開き、本定例会の会期、日程等について協議いたしま

した結果、会期につきましては、本日から９月２５日までの１７日間とし、日程について

は、お手元に配布されている日程表のとおりといたしたく思います。 

 日程第６から日程第４４までの、報告１件、議案３８件について一括上程を行い、当局

から提案理由の説明を求めたのち、全員協議会にてご審議いただきたいと思います。 

 全員協議会が終わり次第、本会議において、日程第５、発委第１号から日程第８、議案

第１０５号までの議案審議をお願いいたします。 
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 この会期、日程等にご賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位のご協力を

お願い申し上げまして、報告といたします。 

○議長（橋爪弘典） 

 お諮りします。 

ただいまの議会運営委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から９月２５

日までの１７日間にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から９月２５日までの１７日間に決定しました。 

 

…………… 日程第３ 諸般の報告 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 本定例会に町長より提出された議案等は、報告１件、議案３８件であります。 

 また、議会運営委員長から議案が１件提出されております。 

 本日の説明員は、町長ほか２２人であります。 

 次に、監査委員より平成２０年５月、６月、７月分の例月出納検査及び定期監査の結果

が、それぞれお手元に配布のとおり報告されています。 

 次に、新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出については、総務文教常任委員会

に付託することに決定しましたので、ご了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 

…………… 日程第４ 閉会中の所管事務調査報告について …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 日程第４、閉会中の所管事務調査報告についてを行います。 

 総務文教常任委員会による所管事務調査視察研修が、去る７月２９日から３０日の２日

間にわたり実施されておりますので、総務文教常任委員長から報告をお願いいたします。 

 総務文教常任委員長、森本明君。 

○総務文教常任委員長（森本 明） 

   おはようございます。 

ただいま議長の許可をいただきましたので、総務文教常任委員会の視察報告を、しばら

くの間させていただきます。 

平成２０年７月２９日から３０日の一泊二日で、愛知県豊田市足助町、長野県下伊那郡

下條村と昔の中仙道界隈を視察いたしました。 
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最初に足助町から報告させていただきます。 

平成１７年４月１日に、あの自動車で有名なトヨタ自動車の豊田市に編入され、人口９，

６００人の町でございます。町一番のセールスポイントは、紅葉をライトアップした香嵐

渓を中心として、三州足助屋敷、足助の古い町並み保全、城跡公園足助城、これらの文化

財で年間２００万人に達する観光客が訪れ、国土交通省編集の全国観光まちづくり成功事

例１００選にも掲載をされている町でございます。 

昭和４０年ごろから、自分たちの町は自分たちで守ろうとの意識が町民から発せられ、

住民協働の観光ボランティアガイドでまちづくりが成功したそうです。しかし、悩みもあ

るわけで、秋の観光シーズンには道路は渋滞を極め、また駐車場の確保とあわせ、行政の

担う役割が多く、今後の課題ではないかと考えられますが、なにゆえ国内一の財政力を誇

る豊田市が下支えておるので、本気を出せばすぐにでも解決できると思います。 

また、将来、足助町の観光を守るために、香嵐渓や足助の古い町並み景観保全プロジェ

クト、まちなか観光推進プロジェクト、周辺地域の農山村資源を活用した山里体験プログ

ラム開発プロジェクトと３点の重点プロジェクトを掲げ、研究、開発に余念がないことに

感銘いたしました。 

観光施設の経営は、平成１６年５月に足助公社が設立され、出資金５，０００万円のう

ち市の出資額３，５５０万円、残りは農協、森林組合、商工会が支えているそうです。個

人的に経営状況をそっと聞いたところ、これだけの観光客を集客し努力するところでも、

人件費がかさんで、なかなか収支のバランスが難しいそうです。わが町の公社の経営状況

は当たり前であると認識いたしました。 

小さな村でも、きらり輝く地域づくり目指す、今度は長野県の下條村についてご報告い

たします。 

平成４年、民間出身で村議会議長を歴任した、現村長の伊藤氏が就任。まず最初に、役

場職員の意識改革に着手し、スローモーな仕事ぶりの一掃、民間企業に職員全員を研修に

出す。退職者不補充で５９人いた職員を３４人まで削減。２点目は、住民との協働による

村づくり。小規模な生活道路の舗装、補修、水路改修等は材料支給事業で、今まで１，０

００カ所実施しているそうです。３点目は、村全体で４５億要ると言われた公共下水道処

理計画をやめ合併槽処理に一本化、有利な補助金を活用し、６億３，０００万円で計画の

９６％が完成をみたそうです。その中で、法定水質検査料を全額、保守点検料も半額、村

で負担しているそうでございます。 

財政力指数は０．２２７と低いにもかかわらず、経常収益比率は７６．０で、財政の健

全度を示す実質公債比率６．０  これは県下２位となってございます。村の貯金に当た

る基金も１９年度末２６億８，０００万円となり、下條村の年間予算に匹敵するまでにな

っています。少子化対策として、若者定住促進住宅を１２４戸、一戸建て住宅５４戸を建

設し、入居者数は５９０人、家賃は駐車場を含み月額３万６，０００円。ただし、この住

宅に入ろうと思ったら、なかなか難しそうです。また、家賃等の滞納が生じるといけない
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ので、２人の保証人は十分厳密に審査するそうです。子どもの医療費は、中学生まで無料、

保育料は２０％引き下げ、出生率は２．０４と県下１位、若年人口比率も県下１位となっ

ています。村長いわく、選挙公約は人口を増やすことだったので、すべての面で節約に努

め、その財源を捻出し、村が生き残るために将来を担う若者の育成に努めた結果だそうで

す。しかし、高齢者から、若者ばかりとブーイングが起こっており、公共事業が激減した

ことで土建業者からは月夜の晩ばかりではないと脅かされたり、軋轢
あつれき

はすごかったようで

ございます。 

視察時の説明をしてくれた総務課長の話では、村の面積３７．６６平方キロメートルと

面積も狭く、役場を中心に、車であれば１０分そこそこで各地域を網羅でき、学校、保育

園も各１校で済む効率のよい行政も味方しているそうです。最近、「みのもんたの朝ズバ

ッ！」で下條村の出生率が取り上げられた関係で視察が殺到し、週一にまとめている関係

上、私たちも神奈川県、熊本県の町と合同視察でございました。 

視察を終えて感じたことを一言だけ。昨今、日本中のほとんどの自治体が厳しい財政状

況下に置かれているわけでございますが、行財政改革を強く推し進める上においても、住

民との徹底した話し合いを行い、改革のご理解をいただきながら、住民参加の協働のまち

づくりを実施しなければ自立した自治体にはならないと実感いたしました。 

以上でございます。 

○議長（橋爪弘典） 

 続いて、産業建設常任委員会による所管事務調査視察研修が、去る７月３日から４日

の２日間にわたり実施されておりますので、産業建設常任委員長から報告をお願いいたし

ます。 

 産業建設常任委員長、浦博善君。 

○産業建設常任委員長（浦 博善） 

 ただいま、議長の許可を得ましたので、産業建設常任委員会行政視察報告をいたします。 

 温泉施設経営と農村地域の振興策を研究するため、去る７月３日に岡山県新見市、４日

に鳥取県智頭町へ、産業建設常任委員と執行部職員を含め１０名で視察研修をおこなって

まいりました。 

初日の研修先であります温泉施設は、新見市の北端、鳥取県との県境付近に位置し、平

成８年に新見市が１００％出資の第三セクターとして営業を開始しています。平成１７年

から指定管理による運営が行われ、黒字決算を保っているとのことでありましたが、実状

は厳しく、行政の援助が様々なかたちで行われている実情でありました。本年３月より地

元でホテル経営を営む株式会社みよしやに指定管理され、ホテル経営のノウハウを生かし

た経営改善への取組みが行われていました。従業員の意識改革を初め経営方針の抜本的な

見直しや、地元住民の利用増進などの取り組みについて、説明を伺いました。 

わが町にも直営施設１棟、指定管理施設２棟の温泉施設があり、各施設とも運営改善が

急務であり、今回の視察研修をもとに早急に対応を検討していく必要があると思いました。 
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２日目の研修先であります新田地区は、鳥取県の南東部に位置し、岡山県と兵庫県の県

境に近い、住民５０人１７戸数の小さな中山間地域の集落であります。 

「もう一度かつての村を取り戻し、子供たちの賑やかな笑い声を聞きたい」と、平成３

年に新田集落振興協議会を発足させ、平成１２年にはＮＰＯ法人格を取得しています。具

体的な課題と目標を取り決めた第１次総合計画では、交流事業を軸とした活動拠点づくり

を重点項目とし、第２次計画では、文化事業の充実と各施設の効率的運営、第３次計画で

は、財政基盤の確立を図り、小さな自治体を目指しさまざまな事業を展開していました。

具体的な取組みとしては、都市住民との交流事業、田んぼの学校・芋ほり体験、また「ト

ンボの見える家」と称したロッジの建設と活用方法などの説明を受けました。 

現時点での課題としては、当初予定していたほどの収益が上がらないことと、高齢化に

よる人材不足が深刻な問題となっているとのことでありました。地域住民による活動を行

政がどのようにして支えていけばよいのか、限界集落を多く抱えている有田川町でも早急

に取り組んで行かなければならない深刻な問題であります。 

以上で、産業建設常任委員会行政視察の報告といたします。 

○議長（橋爪弘典） 

続いて、住民福祉常任委員会による所管事務調査視察研修が、去る９月１日から２日

の２日間にわたり実施されておりますので、住民福祉常任委員長から報告をお願いいたし

ます。 

 住民福祉常任委員長、横畑龍彦君。 

○住民福祉常任委員長（横畑龍彦） 

 ただいま議長の許可を得ましたので、住民福祉常任委員会から閉会中の所管事務調査に

ついて報告を行います。 

 去る９月１日、２日において、住民福祉常任委員会は、町長、環境衛生課長に同行をい

ただき、ごみ問題をテーマに視察研修を行いました。 

初日は、兵庫県西宮市において、街中でコンテナ収集の現場を視察し、その後、西部総

合処理センター内において、ごみに関する西宮市の取り組みや、センター設備について説

明を受けました。 

コンテナ収集については、西宮市独自の「もやさないごみ」  ガラス類、缶類、陶器

類が対象で、週１回の回収であります。そのごみステーションは、十数人で組織された輪

番制で、当番が歩道脇に折りたたみ式のコンテナを置きます。その際にごみ袋は使わず、

コンテナに直接入れる方法であります。 

ごみの取り組みについては、市は、大量消費社会から環境への負担の少ない循環型社会

への転換を目指し、持続可能なまちづくりを推進するために「ゴミダイエット」を掲げ、

平成３０年度に２５％のごみ減量を目標に「西宮市ごみ減量推進計画“チャレンジにしの

みや２５”」を策定している。その取り組みを実践していくために、市民一人一人がごみ

を減らす意識を持ち、環境社会の形成を推進するために、廃棄物処理やリサイクルに優先
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順位をつけて取り組むことが重要で、３Ｒ  ごみを減らす、ものを繰り返し大切に使う、

もう一度資源として活用する、を合言葉に取り組んでいます。 

具体的に平成３０年度の数値目標を設定しているのが特徴であり、１人の１日当たりの

ごみの量を、平成１７年度の１，１６１グラムから８７０グラムにしようと考えています。

また、この地域は、家庭ごみ６０％に対して事業系のごみが４０％あるのも特徴でありま

す。よって、事業系ごみも減らすために、ごみの処理・再生に関する計画書の提出を求め

ている。 

また、資源物の回収促進、再生品の使用・販売などを行う事業店に対しては『スリム・

リサイクル宣言店』として指定するなどの工夫がなされています。 

それから、「にこやか収集」と称し、ごみ出しが困難な世帯の玄関先へ収集に伺う制度

もあります。現時点では、直営と委託を合わせて３６４世帯となっています。申し込み要

件は、６５歳以上で介護保険の要介護２以上の方、または障害のある方となっていますが、

実際にはもう少し柔軟に対応されていました。 

このように、西宮市では、ごみの減量に対して具体的な数値目標を設定していること、

また福祉の面からもごみ問題に取り組んでおられる点は、わが町でも検討、実施できる点

ではないかと思われます。コンテナ収集については、ごみ袋の減量やセンター内処理過程

におけるコスト削減となる一方で、共働き世帯でのお年寄りへの負担や、ごみの分別の周

知徹底が課題となっていました。 

２日目は、愛媛県東温市にある機械製造会社、阿部鉄工所に混在廃プラスチック処理機

を見学、説明を受けに行きました。この会社は、愛媛県の平成１９年度チャレンジ企業総

合支援事業費補助金を受けながら処理機を開発されています。 

代表の阿部良博氏より、この装置ができた経緯と装置の説明を受けました。 

この処理機は、電子レンジと同じ原理の電磁誘導方式でプラスチックごみを加熱、分解

することで、従来の装置に比べ５分の１のコストで合成油や固形燃料を製造できます。汚

れが残っているものや、いくつもの種類の混じったプラスチックごみでもそのまま処理で

きます。その上、でき上がった合成油や固形燃料には塩素が含まれない特徴があるため、

製紙、セメント、製鉄などの工場で大量に燃やしても設備を痛めません。また、塩素系を

含む混在廃プラではおよそ５０％の油が取れ、塩素系を含まないものではおよそ９０％の

油が採取できるそうです。また、その処理過程で生じる塩化水素ガスは、水と反応させ硫

酸をつくれますが、この副産物についてもメッキ加工等の触媒工場には欠かせない薬品と

なるそうです。つまり、ほぼ１００％再利用可能という点が非常に興味深い点であります。 

現在、わが町では、ペットボトルは和歌山市の松田商店に買い取っていただいておりま

すが、その他の食品用トレーやお菓子の袋、ビニール、発砲スチロールなどは圧縮し、業

者に買っていただいているのが現状です。そのような中、石油高騰の続く折、この機械は

夢のような装置だと思われます。処理能力は１時間当たり最大４００キログラムで１台約

６，０００万円だそうです。ただし、塩酸生成装置を付随させると、１億円程度になるそ
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うです。 

９月中にテスト期間を終了し、１０月より販売予定であり、すでに国内で２０台が契約

済みだそうです。しかし、まだ国内での稼働実績がないことや、大量にできる合成油や副

産物を自治体でどのように取り扱えるのかという問題点をクリアする必要があります。そ

ういった意味では十分な検討が必要であります。 

この視察にとどまらず、さらに追跡調査・研究を実施していくことが望ましいと思います。 

以上、住民福祉常任委員会より報告を終わります。 

○議長（橋爪弘典） 

これで、閉会中の所管事務調査報告を終わります。 

お諮りします。 

日程の順序を変更し、日程第６から日程第４４までの報告１件、議案３８件を先に議題

としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

異議なしと認めます。 

日程の順序を変更し、日程第６から日程第４４までの報告１件、議案３８件を先に議題

とすることに決定しました。 

 

…………… 一括議題 提案理由の説明 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 お諮りします。 

 日程第６から日程第４４までの報告１件、議案３８件を一括議題としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第６から日程第４４までの報告１件、議案３８件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

おはようございます。 

きのう、和歌山からの帰り、高速の近くの萩の花がもう満開に咲いていました。暑かっ

た夏もいよいよ終わって、本格的な実りの秋が訪れようとしています。 

本日、ここに平成２０年第３回有田川町定例議会を開催しましたところ、議員各位には

たいへんお忙しい中、全員ご出席賜りまして、心から厚く御礼申し上げたいと思います。 
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議案の説明に入る前に、きのう実は、県庁の知事室でキンチョウ蚊取り線香の上山遺児

育英財団というところがあります。ここと「企業の森」の協定書の締結をしてまいりまし

た。１０月２６日、約３００名の方がこの「企業の森」というところで植樹をしてくれる

運びになっています。少なくとも３００人の都会の方に森林の持つ意義、そういうものを

認識していただけるのと違うかなということで、たいへん喜んでいる次第であります。 

それでは、ただいま上程されました議案について、ご説明を申し上げます。 

報告第２１号は、平成１９年度有田川町財政健全化判断比率等についてであります。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律が平成１９年６月に公布され、平成２０年４

月から一部施行、平成２１年４月から本格的に施行されることになっています。この法律

では、法第３条及び２２条により、地方公共団体の財政の健全化に関する４つの比率  実

質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率、及び公営企業の経営の

健全化を表す比率  資金不足比率を算出し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、

公表しなければならないこととされています。指標の公表は、平成１９年度決算から適用

されるため、今回の財政指標については平成１９年度決算をもととしたものであり、監査

委員の意見を付して議会に報告するものであります。 

議案第７４号は、平成２０年度有田川町一般会計補正予算第２号であります。 

今回の補正の主なものは、共通するものとして、職員の人事異動による配置がえに伴い、

各科目において職員給与費等の増減補正を行っています。 

２款総務費の情報通信基盤施設整備事業費では、地上デジタル放送対策調査設計委託料

に５，０００万円、３款民生費の老人福祉費では、扶助費に３００万円を、介護保険事業

特別会計への繰出金７８３万円の減額を、６款農林水産業費の農地費では、山村地域力再

生事業費に１，１９１万４，０００円を、農業集落排水事業費の農業集落排水事業特別会

計への繰出金に２，４２３万５，０００円の減額を、林業費では、県土防災対策治山事業

費に３１３万９，０００円を、８款土木費の下水道事業費では、公共下水道事業特別会計

への繰出金２，０４０万６，０００円の増額を、１０款教育費の小学校費では、学校施設

整備事業に１，１１１万円を、社会教育費では、図書購入費に１，２００万円を、１１款 

災害復旧費の林業用施設災害復旧事業費に９４７万９，０００円を補正し、今回の補正額

は、歳入歳出それぞれ２億４６４万９，０００円を追加し、補正後の予算総額は、１５７

億５，６４５万３，０００円と相成りました。なお、補正額の財源といたしまして、国・

県補助金、分担金及び負担金、基金繰入金及び繰越金、町債などを充てることにいたして

おります。 

議案第７５号は、平成２０年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

今回の補正の主なものは、職員の人事異動に伴う職員給与費２，２１８万５，０００円

の減額、歳入において、国民健康保険税の改正に伴い６，６８０万９，０００円の増額を

見込み、基金繰入金８，４３０万５，０００円を減額した結果、１，４３１万６，０００
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円の減額補正となり、補正後の予算総額は、３８億７，６３８万２，０００円と相成ります。 

議案第７６号は、平成２０年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号であり

ます。 

今回の補正は、職員の人事異動に伴う職員給与費等１６万８，０００円を補正するもの

であります。補正後の予算総額は、６億４，９９１万５，０００円と相成ります。 

議案第７７号は、平成２０年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第１号であります。 

今回の補正は、職員の人事異動に伴う職員給与費７８５万５，０００円の減額と諸支出

金の償還金及び還付加算金確定に伴う７８０万５，０００円の増額、また、前年度繰越金

確定に伴う補正の結果、２，６００万円の増額補正となり、補正後の予算総額は、２２億

１，３２７万９，０００円と相成りました。 

議案第７８号は、平成２０年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であります。 

今回の補正は、職員の人事異動に伴う職員給与費１，４０７万７，０００円を減額補正

し、補正後の予算総額は、３億９，８０１万円と相成ります。 

議案第７９号は、平成２０年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第２号であ

ります。 

今回の補正は、職員の人事異動に伴う職員給与費６３８万５，０００円の増額、施設管

理費に１，７８５万円の増額補正となり、補正後の予算総額は３億２，６９９万２，００

０円と相成ります。なお、財源として一般会計からの繰入金を充てることにいたしており

ます。 

議案第８０号は、平成２０年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第２号であり

ます。 

今回の補正は、人事異動に伴う人件費１，８４０万６，０００円の増額及び施設整備事

業費の増額、あわせて６，４４０万６，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は、

１６億９，６７７万８，０００円と相成ります。なお、補正額の財源といたしましては、

国庫支出金、繰入金、町債、負担金を充てることにしております。 

議案第８１号は、平成２０年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第１号であ

ります。 

今回の補正は、施設管理費に２７９万９，０００円を補正し、補正後の予算総額は、１

億３，３２７万３，０００円と相成ります。 

議案第８２号は、平成２０年度有田川町水道事業会計補正予算第２号であります。 

収益的収入は、現計予算３億７，１７４万３，０００円に対し５４３万３，０００円の

増で、これは水道使用料であります。補正後の予算額は、３億７，７１７万６，０００円

となります。 

一方、収益的支出は、現計予算３億６，１９４万２，０００円に対し６７６万２，００

０円の増で、これは主に人件費、事務所改修費及び減価償却費であります。補正後の予算

額は３億６，８７０万４，０００円となります。 
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また、資本的収入は、現計予算４億５，９９４万５，０００円に対し、１，９４９万８，

０００円の増となります。その内訳は、公共下水道事業に伴う水道管布設かえ工事の補償

費、消火栓設置負担金、企業債であり、補正後の予算額は４億７，９４４万３，０００円

となります。 

一方、資本的支出は、当初予算５億６，０９１万１，０００円に対し、１，８３２万６，

０００円の増となります。その内訳は、建設改良費の消火栓設置、公共下水道事業に伴う

工事、企業債償還金であり、補正後の予算額は５億７，９２３万７，０００円となります。 

議案第８３号から議案第９９号までの１７議案につきましては、平成１９年度の有田川

町一般会計及び各特別会計の決算認定をお願いするものであります。 

その概要につきましては、会計課長並びに水道課長より説明させることにいたします。 

議案第１００号は、有田川町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。 

地方自治法の一部を改正する法律が公布され、地方自治法第１００条第１１項の次に１

項が加えられたことにより、本条例第１条中の参照条文を改正する必要が生じたため、議

会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０１号は、有田川町移動通信用鉄塔施設条例の一部を改正する条例の制定につ

いてであります。 

和歌山県移動通信用鉄塔施設整備事業補助金交付要綱の一部を改正する要項が平成２０

年７月２８日に施行されたことにより、「移動通信用鉄塔施設」という名称を「携帯電話

等エリア整備事業基地局施設」に改めることなど、本条例を改正する必要が生じたため、

議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０２号は、有田川町移動通信用鉄塔施設整備事業分担金条例の一部を改正する

条例の制定についてであります。 

和歌山県移動通信用鉄塔施設整備事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱が平成２０

年７月２８日に施行されたことにより、「移動通信用鉄塔施設整備事業」という名称を「携

帯電話等エリア整備事業」に改めることなど、本条例を改正する必要が生じたため、議会

の同意をお願いするものであります。 

議案第１０３号は、有田川町ふるさと応援寄附条例の制定についてであります。 

平成２０年度から開始されるふるさと納税制度実施に伴い寄附金等の受け入れ及び適正

な管理運用を図るため、基金を設置する有田川町ふるさと応援寄附条例を制定するもので

あります。 

議案第１０４号は、吉備町人材育成基金条例等を廃止する条例の制定についてでありま

す。 

吉備町人材育成基金条例、清水町小学校及び中学校施設整備基金の設置・管理及び処分

に関する条例、清水町庁舎整備基金の設置・管理及び処分に関する条例については、それ

ぞれ合併前の条例を有田川町へ引き継ぎ運用していましたが、平成１９年度末現在で基金
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残高はなく、暫定施行であり、今後当基金へ積み立てることもないと考えられるため、３

つの条例を廃止いたしたく、議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０５号は、有田川町語学指導等を行う外国青年の報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

地方自治法の一部を改正する法律が公布され、地方自治法第２０３条の１が加えられた

ことにより、本条例第１条中の参照条文を改正する必要が生じたため、議会の同意をお願

いするものであります。 

議案第１０６号は、有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定について

であります。 

平成２０年４月１日より休校している生石小学校について、地元生石区が農産物加工所

として有効利用するため、休校から廃止への手続きが必要となり、本条例の一部改正につ

いて、議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０７号は、有田川町地域交流センター条例の制定についてであります。 

町民の活動や交流の拠点、また文化情報の発信拠点として、有田川町大字下津野７０４

番地に建設される有田川町地域交流センターについて、設置及び管理に関し必要な事項を

定めるため本条例を制定いたしたく、議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０８号は、有田川町使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。 

有田川町地域交流センターの開設に伴い、イベントステージ、研修室の使用料について

追加いたしたく、本条例の一部改正について、議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１０９号は、有田川町土地開発公社定款の一部変更についてであります。 

民法及び公有地の拡大の推進に関する法律が改正されることに伴い、有田川町土地開発

公社の定款の一部改正について、議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１１０号は、土地の取得についてであります。 

生石高原県立自然公園用地として、有田川町大字生石７２３番地６ほか５筆、４万２３

３平方メートルの土地を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号及び有田川町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、

議会の同意をお願いするものであります。 

議案第１１１号は、平成１９年度妙見池埋立工事請負変更契約についてであります。 

平成１９年度妙見池埋立工事については、平成１９年１２月１０日第４回定例会におい

て、契約金額７，１９５万１，２５０円で議決をいただいているものでありますが、当初

設計に比較し、地盤改良に要する費用及び安全施設工並びに消防用道路に要する費用が増

額となりましたが、請負業者が掘削し搬入することになっていた盛土用土の費用が阪和自

動車道長峰トンネル工事の残土を無償で搬入可能となったことにより大幅な減額となり、

差引き４５９万６００円減額の６，７３６万６５０円に変更契約を行いたく、議会の同意

をお願いするものであります。 
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以上で提出議案に対する私の説明を終わります。 

何とぞ、ご審議の上、ご賛同賜りますよう、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

○議長（橋爪弘典） 

 以上、町長の提案理由の説明が終わりました。 

 続きまして、補足説明をお願いします。 

 会計課長、浜田文男君。 

○会計課長（浜田文男） 

   それでは、議案第８３号から議案第９８号までの有田川町平成１９年度決算状況につい

て、その概要を一括して補足説明申し上げます。 

本町には、一般会計と１５の特別会計があります。 

まず、議案第８３号、有田川町一般会計の決算状況について、ご説明申し上げます。 

決算書の７ページから２６４ページであります。 

歳入合計は１７０億３，００９万９，１０８円、前年度と比べて５億１，８４８万４，

２７６円、率にして約３．１％の増額になっています。 

歳入のうち、自主財源である町税が２８億８，０６４万７２３円、前年度と比べて２億

６，９６３万７，５３７円、率にして約１０．３％の増額になっています。これは、三位

一体改革による税源移譲により町民税が増えたことが主な要因であります。また、依存財

源の柱である地方交付税が６６億８１５万７，０００円、前年度と比べて１億８，０４６

万８，０００円、率にして約２．７％の減額になっています。また、基金からの繰入金が

１１億４９４万５，７２４円、前年度と比べて３億９，９４１万８，２１６円、率にして

約５６．６％の増額になっています。この増額は、繰上償還により減債基金７億１，０５

１万９１６円取り崩したものであり、実質は基金からの繰入金は、前年度より３億１，１

０９万２，７００円の減額になっています。さらに、町の借金である町債は１９億２，９

１０万円、前年度と比べて３億５５０万円、率にして約１３．７％の減額になっています。 

一方、歳出については、歳出合計１６７億６，９６０万７，６８８円、前年度と比べて

４億７，９５７万５，７２３円、率にして約２．９％の増額になっています。これも先ほ

ど申し上げました繰上償還による歳出約７億円が含まれていますので、実質は２億３，０

９３万５，１９３円の減額になっています。 

歳出のうち、総務費については、１７億２００万１，５３９円、前年度と比べて１億９，

１１９万３５円、率にして約１０．１％の減額になっています。民生費については、２７

億５，４９２万１，９７３円、前年度と比べて２億１，６５５万３，２６８円、率にして

約７．３％の減額になっています。衛生費については、１２億３，５９５万２，８２６円、

前年度と比べて２，５９６万４，６０６円、率にして約２．１％の減額になっています。

農林水産業費については、１５億５，４５８万７，８６２円、前年度と比べて５億３９２

万２，０５７円、率にして約２４．５％の減額になっています。主な工事では、大谷地区

の土地改良総合整備事業を初め妙見池集落道新設工事や西ケ峯地区内の農村総合整備事業、
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また林道中原三瀬川線や林道大蔵沼谷線などの林道開設工事などであります。土木費につ

いては、２５億７，２７７万１，８９８円、前年度と比べて１１億９，７６６万４，９６

６円、率にして約８７．１％の増額になっています。主な工事では、藤並駅橋上駅舎工事

を初め地域交流センター新設工事などのまちづくり交付金事業、また町道明王寺庄線歩道

設置工事などの交通安全施設整備事業、町道矢本線道路改良工事などの町道整備事業等で

あります。教育費については、１２億２，８１９万５，６２３円、前年度と比べて６億１，

８４５万９，４９９円、率にして約３３．５％の減額になっております。主な工事では、

金屋中学校地震補強・大規模改造工事であります。公債費については、４０億４，０３６

万３，７０８円、前年度と比べて６億４，３５７万９，６７３円、率にして約１８．９％

の増額になっています。これは、先ほど来申し上げております繰上償還金約７億円が含ん

でいるためであり、実質は６，６９３万１，２４３円の減額になります。 

これによりまして、歳入合計は１７０億３，００９万９，１０８円に対して、歳出合計

は１６７億６，９６０万７，６８８円で、歳入歳出差引額は２億６，０４９万１，４２０

円となります。このうち、繰越明許費繰越額は１億２，３６６万６，７６６円で、実質収

支額は１億３，６８２万４，６５４円で、全額翌年度に繰り越しいたします。 

続きまして、特別会計の決算状況について、ご説明申し上げます。 

議案第８４号、国民健康保険事業特別会計については、決算書の２６５ページから３０

６ページであります。 

歳入合計は３９億３，０５６万４，９７８円、歳出合計は３９億２，７３８万３，９４

０円、差引残額は３１８万１，０３８円となっており、全額翌年度に繰り越しいたします。

これは、基金１億４，３００万円を取り崩しての残額であり、実質は１億３，９８１万８，

９６２円の歳入不足であります。歳出合計では前年度と比べて４億７，９２８万２，０２

６円、率にして約１３．９％の増額になっております。なお、２０年３月末現在の世帯数

は６，５３４世帯、被保険者数は１万４，８８３人、前年度と比べて世帯数で２６世帯増

加しているものの、被保険者数で２６０人減少しております。 

次に、議案第８５号、老人保健事業特別会計については、決算書の３０７ページから３

２４ぺージであります。 

歳入合計は３７億９，３２３万４，０６５円、歳出合計は３８億３，５４８万４，１０

９円となっており、差引残額は４，２２５万４４円の不足額となります。この不足額につ

いては翌年度歳入繰上充用金から補填しております。歳出合計では前年度と比べて、２，

０１６万１５円、率にして約０．５％の増額になっております。なお、２０年３月末現在

の受給対象者数は４，８３４人、前年度と比べて８０人減少しております。 

次に、議案第８６号、介護保険事業特別会計については、決算書の３２５ページから３

６８ページであります。 

歳入合計は２０億６，８５２万５，２７５円、歳出合計は２０億３，４７９万５，１５

８円となっており、差引残額は３，３７３万１１７円となり、全額翌年度に繰越しいたし
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ます。歳出合計では、前年度と比べて、１億５，９０１万２，９４９円、率にして約８．

５％の増額になっております。なお、２０年３月末現在の要介護・要支援の認定者数は１，

３６３人、前年度と比べて３１人増加しております。 

次に、議案第８７号、簡易水道事業特別会計については、決算書の３６９ページから３

９２ページであります。 

歳入合計は５億５，５９８万５，２５６円、歳出合計は５億５，２３８万３，７９４円

となっており、差引残額は３６０万１，４６２円となります。このうち、繰越明許費繰越

額は３４１万２，５００円、実質収支額は１８万８，９６２円で、全額翌年度に繰り越し

いたします。残額が生じたのは、基金６４０万５，０００円を取り崩しての残額であり、

実質は２８０万３，５３８円の歳入不足であります。歳出合計では前年度と比べて、４億

３，１８８万２，９６０円、率にして約４３．９％の減額になっております。なお、２０

年３月末現在の給水人口は１万１，４８２人となっております。 

次に、議案第８８号、農業集落排水事業特別会計については、決算書の３９３ページか

ら４１０ページであります。 

歳入・歳出合計はそれぞれ２億８，０４３万７，３９１円となっておます。主な歳出は、

施設の管理運営費と町債の元利償還金であります。なお、２０年３月末現在、契約戸数は

１，１７３戸で、うち７９４戸が使用開始しており、使用率は約６７．７％になっており

ます。前年度と比べて使用戸数で２７戸増加しております。 

次に、議案第８９号、簡易排水事業特別会計については、決算書の４１１ページから４

２４ページであります。 

歳入・歳出合計はともに３０３万７，３２５円となっております。主な歳出は、施設の

管理運営費と町債の元利償還金であります。なお、２０年３月末現在、栗林地区の６７人

が利用しております。 

次に、議案第９０号、浄化槽事業特別会計については、決算書の４２５ページから４４

０ページであります。 

歳入・歳出合計はともに２，７５２万７，６１９円となっております。主な歳出は、施

設の管理運営費と浄化槽整備事業にかかる設置工事費であります。なお、２０年３月末現

在の加入世帯数は７９戸であります。 

次に、議案第９１号、かなや明恵峡温泉特別会計については、決算書の４４１ページか

ら４５６ページであります。 

歳入合計は１億１，９９１万６，４８７円、歳出合計は１億１，７１１万６，３６２円

となっており、差引残額は２８０万１２５円となり、全額翌年度に繰り越しいたします。

これは、基金８９４万２，８６８円を取り崩すとともに一般会計から３１５万４，０００

円を繰り入れての残額であり、実質は９２９万６，７４３円の歳入不足であります。なお、

１９年度中の温泉利用者数は１２万５，０９３人、前年度と比べて９，９７９人、率にし

て約７．４％減少しております。 
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次に、議案第９２号、特別養護老人ホーム等事業特別会計については、決算書の４５７

ページから４６８ページであります。 

歳入・歳出は、ともにありませんでした。 

次に議案第９３号、公共下水道事業特別会計については、決算書の４６９ページから４

９０ページであります。 

歳入合計は１８億２，４４５万７，８３１円、歳出合計は１７億５，４８０万７，８３

１円となっており、差引残額は６，９６５万円となります。全額を繰越明許費繰越額とい

たします。歳出合計では前年度と比べて、２億３，５１８万５，８６５円、率にして約１

５．５％の増額になっております。 

次に、議案第９４号、岩倉財産区管理会特別会計については、決算書の４９１ページか

ら５０２ページであります。 

歳入合計は５万８，６９４円、歳出はございませんでした。よって、全額翌年度に繰り

越しいたします。 

次に、議案第９５号、粟生財産区管理会特別会計については、決算書の５０３ページか

ら５１６ページであります。 

歳入合計は８１万９，８１２円、歳出合計は１２万２４１円となっており、差引残額は

６９万９，５７１円で、全額翌年度に繰り越しいたします。 

次に、議案第９６号、城山山林財産区管理会特別会計については、決算書の５１７ペー

ジから５２８ページであります。 

歳入合計は１７６万７，９１３円、歳出はございませんでした。よって、全額翌年度に

繰り越しいたします。 

次に、議案第９７号、八幡山林財産区管理会特別会計については、決算書の５２９ペー

ジから５４０ページであります。 

歳入合計は１６２万６５５円、歳出合計は１４７万９，７３３円となっており、差引残

額は１４万９２２円で、全額翌年度に繰り越しいたします。主な歳出は、公有林整備事業

にかかる町債の元利償還金であります。 

次に、議案第９８号、安諦山林財産区管理会特別会計については、決算書の５４１ペー

ジから５５２ページであります。 

歳入合計は１１万３，２９０円で、歳出はございませんでした。よって、全額翌年度に

繰り越しいたします。 

以上で、平成１９年度一般会計及び特別会計の決算状況について、ご説明申し上げまし

た。 

詳細につきましては、決算事項別明細書、財産に関する調書等をご参照下さい。 

よろしく、ご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。 

○議長（橋爪弘典） 

 続いて、補足説明をお願いします。 
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水道課長、山本満寿典君。 

○水道課長（山本満寿典） 

おはようございます。 

それでは、議案第９９号、平成１９年度有田川町水道事業会計決算認定についてをご説

明させていただきます。 

決算書の１ページをお願いします。決算報告書でございます。決算額のみにさせていた

だきます。 

まず、収益的収入及び支出で、収入の部、第１款水道事業収益は４億２，３６４万４，

６０１円で、内訳といたしましては、第１項の営業収益は３億９，８３１万８，１４４円、

第２項の営業外収益は２，５３２万６，４５７円でございます。 

支出の部では、第２款水道事業費用といたしまして、３億３，０８２万７，４２５円で、

内訳といたしましては、第１項の営業費用として２億８，２６２万２，４０４円、第２項

の営業外費用は４，８２０万５，０２１円でございます。 

収入支出差引合計、消費税を差し引きまして、８，８０２万９，５３４円の黒字決算と

なっております。 

次に、資本的収入及び支出につきましては、収入の部、第１款資本的収入は、１億４，

１９１万８，８４９円、内訳といたしまして、第１項の工事負担金１億１９１万８，８４

９円、第２項の企業債４，０００万円、支出の部では、第２款資本的支出といたしまして

２億３，３１５万７，７０３円、内訳といたしまして、第１項建設改良費１億８，９８７

万９，５４５円、企業債償還金４，３２７万８，１５８円となり、資本的収入が資本的支

出額に対し、９，１２３万８，８５４円不足となりますが、これは過年度分損益勘定留保

資金３４万８，２５５円、当年度分損益勘定留保資金８，６２０万２，０９５円、消費税

資本的収支調整額４６８万８，５０４円により補填をさせていただいております。 

続きまして、２ページから６ページにつきましては、損益計算書、剰余金計算書、剰余

金処分計算書、貸借対照表でありますが、この中で、３ページの剰余金計算書の中ほどに

あります繰越利益剰余金年度末残高２，６２１万３，０４４円と当年度純利益８，８０２

万９，５３４円を合計いたしました１億１，４２４万２，５７８円が当年度の未処分利益

剰余金となります。 

また、４ページの剰余金処分計算書でございますが、当年度未処理分利益剰余金１億１，

４２４万２，５７８円の中より、法等に基づき、５００万円を減債積立金とし、９，００

０万円を建設改良積立金とすることにより、残額１，９２４万２，５７８円は平成２０年

度への繰越利益剰余金とさせていただいております。 

なお、７ページから２０ページまでは決算付属書類並びに参考資料でございます。ご確

認をお願いをいたします。 

以上、ご審議をしていただき、ご認定のほど、よろしくお願いいたしまして、説明を終

わらせていただきます。 
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○議長（橋爪弘典） 

 ほかに補足説明はありませんか。 

     ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

次に、監査委員より、日程第９、議案第８３号から日程第２５、議案第９９号までの平

成１９年度各会計の監査報告をお願いします。 

代表監査委員、森本好典君。 

○代表監査委員（森本好典） 

森本でございます。 

それでは、ただいま平成１９年度決算について審査意見を求められましたので、ご報告

をいたします。 

 決算審査は、去る７月２日及び８月４日から８月８日まで、亀井監査委員とともに地方

自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の規定に基づきまして、平成１９年度

有田川町一般会計、特別会計の歳入歳出決算及び基金の運用状況、並びに地方公営企業法

第３０条第２項の規定に基づき、平成１９年度有田川町水道事業会計の決算について、予

算科目を担当する各課ごとに審査をいたしました。 

審査の方法といたしましては、町長から審査に付されました各会計の歳入歳出決算書及

び決算附属書類並びに基金の運用状況を示す書類とともに、各課から決算資料の提出を求

め、あわせて定期監査及び例月出納検査の結果を参考にして実施をいたしました。 

審査の結果につきましては、結論的に申し上げますと、各会計の歳入歳出決算書及び附

属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、それぞれの関係諸帳簿及び証拠

書類と照合した結果、決算内容、その他会計事務の処理については、適正に処理されてお

り、一部の繰越明許事業を除き所期の成果を得たものと認められます。 

なお、例月出納検査や定期監査及び本審査において指摘あるいは指導した事項について

は、今後十分注意の上、検討または改善の措置を講じるよう要望するものであります。 

まず、有田川町全体の総括について申し上げます。 

一般会計と特別会計を合わせた総計決算では、歳入歳出差引額で３億３，３９８万５，

０００円の黒字であります。翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許が１億９，６７２万

９，０００円あるため、実質収支額は１億３，７２５万５，０００円の黒字となりました。

この実質収支額から前年度実質収支額を控除した単年度収支額を見ると、本年度は４，７

１０万７，０００円の赤字となっております。内訳は、一般会計で２，５１０万６，００

０円、特別会計で２，２００万の赤字となっております。 

次に、財政構造について申し上げます。 

歳入を財源別に見ますと、自主財源が２７．８％、依存財源が７２．２％の比率になっ

ております。自主財源構成比率は対前年度比約３．２％増加しているものの、当町の場合

には、自主財源構成比率は依然として低い水準にあり、現状では財政基盤の安定性と行政

活動の自立性が確保されているとは言いがたい状況にあります。 



 

- 22 - 

また、歳入を経常的収入と臨時的収入とに区分すると、審査意見書の７ページのように

なります。経常的収入が減少し、臨時的収入が増加しております。詳細につきましては、

後ほど審査意見書８ページをご覧いただきたく思います。 

性質別歳出状況につきましては、まず義務的経費が、前年度比６億２，５１７万６，０

００円の増加となっております。これは、扶助費が増加したことや繰上償還実施による公

債費の増加が大きな要因となっております。 

投資的経費につきましては、箱物整備、すなわち行政局建設事業、保育所建設事業、田

殿小学校整備事業等の事業完了により、約３億５００万円の減少となっております。また、

その他の経費では、特に物件費が１億４７７万８，０００円増加しております。これは、

地番図作成委託、制度改正に伴うシステム改修委託等による委託料や子育て支援センター

の開設に伴う保育所臨時職員の賃金等が増加の要因であります。 

総じてみれば、地方債の繰上償還を実施し、定員適正化計画による職員数の削減により、

財政運営は前年度に比べ健全化の方向に向かっていると考えられます。次世代の負担を考

慮し、より健全な財政運営を志向していただきたく要望するものであります。 

次に、財政構造の弾力性について申し上げます。 

審査意見書の１０ページに記載しておりますが、財政力の総括的指標となる財政力指数

は０．３６となり、前年度に比べ０．０１ポイント増加しております。平成１８年度の和

歌山県の平均の０．３９と比較しますと依然として低い数値を示しております。 

財政構造の弾力性を判断する経常収支比率は、９５．３％と前年度比０．２％の減少と

なっております。しかし、この指標は７０％から７５％におさまることが妥当と考えられ

ておりますので、当町の場合は、経常収支比率は高い水準にあり、財政構造の硬直化が進

んでいると考えられます。 

また、公債費による財政負担の程度を示す指標である実質公債費比率は、前年度に比べ

０．９％増加し、１９．０％となっております。平成１８年度の和歌山県平均は１６．３％

ですから、県内の他の市町村と比べると、当町の実質公債費比率はかなり高い水準にある

と言えます。 

以上の各指標等から勘案するに、現状においては、必ずしも財政構造の弾力性は維持さ

れているものとは認められない状況にあり、今後、一層の努力を要するものと考える次第

であります。 

以上、有田川町全体の総括について申し上げました。 

それでは、一般会計についてご説明を申し上げます。 

先刻の会計課長からのご説明とも、若干重複する点があるかもしれませんが、ご了承い

ただきたいと思います。 

審査意見書１１ページ以降に詳細を記載しております。 

平成１９年度一般会計決算収支は、歳入総額１７０億３，００９万９，０００円、前年

度比３．１％増、歳出総額１６７億６，９６０万８，０００円、前年度比２．９％増で、
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歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支額は２億６，０４９万１，０００円となって

おります。 

このうち翌年度へ繰り越すべき財源は１億２，３６６万７，０００円で、これを差し引

いた実質収支額は１億３，６８２万５，０００円の黒字となっております。さらに前年度

の実質収支額１億６，１９３万１，０００円を差し引いた単年度収支額は、冒頭でも申し

上げたとおり、２，５１０万６，０００円の赤字となっております。 

町債の状況を申し上げます。 

１９年度末の残高は２３７億５，２９７万７，０００円であり、前年度末と比べ１６億

５，５４１万７，０００円の減少となっております。今後とも、計画的な残高の削減と健

全な財政運用に努められるよう期待するところであります。 

また、債務負担行為の状況につきましては、審査意見書１２ページに記載のとおり、２

０年度以降の支出予定額は４億７，２８４万３，０００円であります。町債と同じ性格で

あり、今後十分考慮して財政運営に当たられることを要望します。 

基金の残高状況につきましては、審査意見書１３ページに記載しておりますが、平成１

９年度末現在高は４４億３，３３５万７，０００円で、前年度末から４億８，７９４万７，

０００円減少しております。基金の運用につきましては、資金の安全性を第一に考え、適

正な管理、運用に努められたいと思います。 

以上が、一般会計歳入歳出決算審査意見の総論でございます。 

次に、歳入歳出の各論のご説明を簡単に申し上げます。 

審査意見書１４ページから３０ページまででございます。 

歳入決算額は、予算現額１７９億９，２９３万３，０００円に対し、収入済額１７０億

３，００９万９，０００円で、収入率は９４．７％となっております。収入調定額１７１

億４，６９２万に対する収入率は９９．３％で、前年度より０．１％減少しております。

詳細は、審査意見書１４ページ及び巻末の別紙１をご参照いただきたいと思います。 

町税について申し上げます。 

審査意見書１５ページに記載のとおり、町税歳入決算額は２８億８，０６４万１，００

０円で前年度比２億６，９６３万８，０００円、１０．３％の増収となりました。 

主な要因は、三位一体の改革に伴う税源移譲で、個人町民税が２億４，２１１万８，０

００円増加したことにあります。 

次に、滞納整理につきましては、１９年度末、収入未済額は８，８７１万６，０００円

と、前年度比９４３万７，０００円増加しております。しかし、徴収率について見ると、

平成１８年度の和歌山県平均は８８．２％であるところ、有田川町では９６．８％となっ

ており、和歌山県の中では高い水準にあると言えます。納付指導などの徴収努力が行われ

ていることが評価できます。租税負担の公平性の観点から一層の努力を注いでいただきま

すようお願い申し上げます。また不納欠損処理につきましても、その処理は適切になされ

ているものと認められましたことを、ここでご報告申し上げます。 
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その他、款別の収入の状況につきましては、後ほど審査意見書１７ページから２１ペー

ジをご参照いただきたく思います。 

歳出状況につきましては、予算現額１７９億９，２９３万３，０００円に対し、支出済

額は１６７億６，９６０万８，０００円で、執行率は９３．２％となっており、翌年度繰

越額は１０億８，７３６万１，０００円で、繰り越しを含めた執行率は９９．２％であり

ます。また、全体で１億３，５９６万４，０００円の不用額を生じておりますが、予備費

を除いた実不用額は７，３２２万３，０００円となっております。翌年度への繰越額は、

まちづくり交付金事業の８億３，１００万円のほか、合計７件の繰越明許事業が発生して

おりますが、諸種の理由により、いずれも繰越明許せざるを得なかったものと認められます。 

その他、款別の支出の状況につきましては、審査意見書２４ページから３０ページに詳

しく記載しておりますので、後ほどご参照いただきたく思います。 

以上をもちまして、一般会計の報告を終わらせていただきます。 

次に、特別会計についてご報告申し上げます。 

審査意見書３１ページから４９ページ並びに別紙４以降に詳しく記載しておりますので、

概要のみ申し上げます。 

平成１９年度の各特別会計全体の決算収支は、歳入総額１２６億８０６万７，０００円、

対前年度比２．８％増、歳出総額１２５億３，４５７万４，０００円、前年度比２．５％

増で、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支額は７，３４９万３，０００円となっ

ております。そのうち翌年度へ繰り越すべき財源は７，３０６万３，０００円であり、こ

れを除いた実質収支額は４３万１，０００円となり、前年度実質収支額２，２４３万１，

０００円を控除した単年度収支額は、冒頭でも申し上げたとおり、２，２００万円の赤字

となっております。 

次に、主な特別会計について概要をご報告申し上げます。 

国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入歳出ともに大幅に増加し、単年度収支

では２０４万３，０００円の黒字となっているものの、保険給付費は増加しており、一般

会計からの繰入金、基金の取り崩し等により黒字化している状況にあり、実質単年度収支

は、１億４，０９１万６，０００円の赤字となっているとおり、国保財政は非常に厳しい

状況にあります。なお、収入未済額は前年度に比べ若干増加しているものの、不納欠損額

は前年度に比べ減少しており、処置は適切と認められました。 

介護保険事業特別会計について申し上げます。 

歳入歳出規模は年々増加しており、本年度も一般会計より３億３，７８０万４，０００

円の繰り入れを行いました。なお、基金につきましては、本年度は積立、取り崩しともに

行ってはおりません。高齢化が進行し、保険給付費が増加する中で、今後予防医療の推進

等、行政の積極的な対応が重要であると認識をいたします。 

次に、簡易水道事業特別会計につきましては、実質収支額１８万９，０００円の黒字と

なりました。しかし、基金の取り崩しや一般会計からの繰入金に依存している現状にあり、
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事業の性格上、独立採算は困難な状況にあるものの、３３億６，３７３万４，０００円の

町債残高を有している点を考慮し、一般会計との整合性に十分配慮し、健全な財政運営を

図られるよう望みたいと思います。 

公共下水道事業特別会計につきましては、本年度の実質収支額はプラスマイナス０とな

っております。したがって、前年度実質収支額６，６２６万６，０００円を控除した単年

度収支額は６，６２６万６，０００円の赤字となりました。本事業につきましては、平成

２１年４月から一部供用が開始される予定となっております。町債につきましては、１９

年度末現在高は２５億３３４万７，０００円であり、本年度中に８億８９５万６，０００

円増加しました。今後も事業の進捗に伴い町債及び公債費の増加が見込まれることや、債

務負担行為として、翌年度以降の支出額として処理場建設費５億６，９１０万円等が予定

されていることから、財政の裏づけのある、より現実的な事業計画を立てられるよう望む

ところであります。 

その他の特別会計につきましては、審査意見書に詳しく記載しておりますので省略をさ

せていただききますが、特にかなや明恵峡温泉特別会計につきましては、基金残高が１９

年度末で取り崩してしまい、０となりました。今後、赤字部分は一般会計からの繰り入れ

金に頼らざるを得ない状況にあることを申し上げておきます。より一層の経営努力に期待

したいと思います。 

最後に、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況でございますが、

この附属調書の計数に誤りはなく、基金運用も目的に沿って活用されていると認められま

した。 

以上をもちまして、一般会計並びに各特別会計の報告を終わらせていただきます。 

引き続きまして、平成１９年度有田川町水道事業会計でございます。 

審査に付されました決算諸表は、いずれも地方公営企業法、その他関係法令に準拠して

作成されております。事業の経営成績及び財政状態は適正に表示されており、数値は正確

であると認められます。 

以下、お手元に配布しております平成１９年度有田川町水道事業会計決算審査意見書の

内容を中心にご説明を申し上げます。 

一部、水道課長のご説明と重複するところがあるかと思いますが、ご了承いただきたい

と思います。 

経営状況につきましては、平成１９年度における収益的収支のうち、水道事業収益にあ

っては、４億３７５万円、前年度比５．３％の増、水道事業費用にあっては、３億１，５

７２万円、前年度比７．５％の増となりました。この結果、８，８０３万円の純利益を計

上することができましたが、前年度に比べ１５５万５，０００円の減益となっております。

これは、給水量及び湯浅町への配水量が増加したことにより、水道事業収益が増加した一

方で、職員１名の増員や設備の保守点検等の固定経費が増加したことにより、水道事業費

用も増加したためであります。 
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一方、資本的収支でありますが、資本的収入は１億４，１９１万９，０００円、資本的

支出は２億３，３１５万８，０００円となっており、差し引き９，１２３万９，０００円

の赤字となりましたが、赤字額につきましては、予算で見込んだ赤字額を下回っておるこ

とをご報告をしておきます。 

不足額につきましては、審査意見書７ページに記載させていただいたとおり、過年度分

及び当年度分の損益勘定留保資金等により補填されております。 

次に、給水状況でございます。 

審査意見書３ページに記載させていただいたとおり、前年度に比べ、いずれの項目も増

加しております。特に、年間配水量総量は、前年度比１０万７，５９１立米、年間有収水

量は前年度比２３万７，９５８立米の増加となっておりますが、これは、夏期の猛暑に加

え少雨であったこと、昨年度落ち込んでいた湯浅町への配水量が増加したことによる影響

であります。 

人件費と労働生産性につきましては、人件費の増加に伴い、若干、労働生産性の方が低

下傾向にあります。したがって職員１人当りの営業利益が減少しています。 

未収金については、水道料未収金は７１４万円で、前年度に比べ７６万３，０００円、

約１２％の増、収納率は、ほぼ横ばいで推移しております。受益者負担の原則から引き続

き未納解消に努められますとともに、悪質な滞納者に対しては、しかるべき措置を講ずる

などの対応を図られますようお願いいたします。 

その他、詳細につきましては、お手元に配布いたしました平成１９年度有田川町水道事

業会計決算審査意見書に水道事業の財務諸表が添付され、財政状況が示されておりますの

で、後刻ご覧いただきたくお願い申し上げます。 

これで、水道事業会計を終わらせていただきます。 

引き続きまして、財政健全化判断比率等についてご報告を申し上げます。 

審査に付されました平成１９年度健全化判断比率等は、いずれも関係法令に準拠して作

成されており、これらの算出過程並びに比率等につきましては、いずれも正確であると認

められます。各比率は、必ずしもすべてが健全な状態にあるものとは言いがたく、改善を

要する点も多々見受けられます。今後、これら指標の動向を十分注視し財政運営されるよ

う要望いたします。 

次に、各比率ごとの意見について申し上げます。 

お手元の審査意見書に詳しく記載をしております。概要だけ申し上げます。 

まず、実質赤字比率につきましては、審査意見書の２ページを御覧下さい。 

平成１９年度の実質収支は、１億３，６８２万５，０００円の黒字であります。したが

って、実質赤字比率は発生しておりません。しかしながら、歳入のうち３８．８％、金額

にして約６６億８００万円を地方交付税に依存しております。普通交付税の合併算定がえ

のなくなる平成２７年度以降に備え、財政規模の縮小に努めていただきたく思います。 

次に、連結実質赤字比率について申し上げます。 
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本指標は、普通会計に公営事業会計を含めた連結での赤字比率であります。 

老人保健特別会計が赤字となっているものの、連結での実質収支は５億９，４２７万５，

０００円の黒字となっており、したがって連結実質赤字比率は発生していません。今後と

も連結ベース、また各会計ベースでも、赤字あるいは資金不足が生じることのないよう注

視する必要があります。 

実質公債費比率につきましては、３カ年平均で表すことにより１９．０％となっており

ます。当該比率が１８．０％を超えると、地方債の発行に際して県知事の許可が必要とな

るとともに、公債費負担適正化計画の策定が義務づけられます。有田川町では、平成１９

年度から許可団体となっております。今後、地方債の発行については、計画的に実施、抑

制をし、残高の削減が図られることを要望いたします。 

次に、将来負担比率について申し上げます。 

審査意見書３ページをご覧いただきたいと思います。 

将来負担比率は１０９．７％となっており、早期健全化基準の３５０％を大幅に下回っ

ております。これは、交付税算入率の高い過疎対策事業債を積極的に採用してきたことに

よる結果であります。しかしながら、この１０９％の数値は決して低い水準ではありませ

ん。今後とも、より健全化を志向していただくことが肝要であると考えます。 

最後に、資金不足比率について申し上げます。 

審査意見書４ページから５ページに記載しておりますが、各会計とも、資金不足は発生

しておりません。しかし、水道事業会計を除く各特別会計では、繰入基準額以上の一般会

計からの繰り入れを行っております。今後、これらの抑制に努め、受益者負担ないしは独

立採算を原則とした志向で努力されることを期待いたします。 

以上、平成１９年度有田川町各会計決算の審査意見及び財政健全化判断比率等の報告を

行いましたが、なお一層、財政健全化を志向し、町民の信頼にこたえる行政の改革と執行

をお願い申し上げまして、監査委員としての報告を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（橋爪弘典） 

   以上、監査委員の報告が終わりました。 

お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第９、議案第８３号から日程第２５、議案第９９号までの１

７件を先に議題としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

異議なしと認めます。 

日程の順序を変更し、日程第９、議案第８３号から日程第２５、議案第９９号までの１

７件を先に議題とすることに決定しました。 
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…………… 日程第９ 議案第８３号～日程第２５ 議案第９９号 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

日程第９、議案第８３号から日程第２５、議案第９９号まで一括して質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

質疑なしと認めます。 

 

…………… 決算審査特別委員会の設置及び議案の付託 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

 お諮りします。 

ただいま議題となっています議案第８３号から議案第９９号までの１７件については、

９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託したいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第８３号から議案第９９号までの１７件については、９人の委員で構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。 

ただいま設置することに決定しました決算審査特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第７条第１項の規定によって、議長において、増谷憲君、堀江眞智子君、岡省吾 

君、前 利夫君、佐々木裕哲君、坂上東洋士君、西弘義君、中 正門君、竹本和泰君を指

名したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名した９名を決算審査特別委員会の委員に選任することに決定

しました。 

しばらく休憩します。 

午後１時、議会運営委員会を開き、続いて全員協議会を開催いたします。 

ご苦労様でございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １１時１４分 

再開 １６時１３分 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（橋爪弘典） 

 再開いたします。 

報告いたします。 

休憩中に議会運営委員会が開かれ、お手元に配布しました、地方の道路整備の促進と安

定的な財源確保を求める取り組みについては、産業建設常任委員会に付託することに決定

しましたので、ご了承願います。 

また、先ほど選任されました決算審査特別委員会より、正副委員長について、互選され

た結果の報告を受けています。 

委員長に佐々木裕哲君、副委員長に竹本和泰君が選任されましたので、ご報告をいたし

ます。 

お諮りします。 

先ほど決算審査特別委員会に付託して審査することに決定した議案のうち、議案第８３

号から議案第９８号までの１６件は、閉会中の継続審査としたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第８３号から議案第９８号までの１６件は、閉会中の継続審査とする

ことに決定しました。 

 

…………… 日程第５ 発委第１号 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

日程第５、発委第１号、有田川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定についてを

議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

議会運営委員長、岡省吾君。 

○議会運営委員長（岡 省吾） 

議長の許可を得ましたので、発委第１号、有田川町議会会議規則の一部を改正する規則

の制定についての提案理由の説明を申し上げます。  

今回の改正は、地方自治法の一部を改正する法律が平成２０年９月１日に施行されたこ

とにより、法第１００条第１２項に「議会は、会議規則の定めるところにより、議案の審

査又は議会の運営に関し協議又は調整を行うための場を設けることができる」の規定が新

たに設けられました。 

   このことにより、議会活動としての全員協議会を会議規則に規定するものであります。 

   ここに会議規則第１４条第３項の規定により提出する。 
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 提出者、議会運営委員長、岡省吾。 

以上であります。 

    ご審議の上、ご賛同のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋爪弘典） 

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（橋爪弘典） 

起立、全員であります。 

   よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

…………… 日程第６ 報告第２１号 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

   日程第６、報告第２１号、平成１９年度有田川町財政健全化判断比率等についてを議題

といたします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

 

…………… 日程第７ 議案第１００号 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

   日程第７、議案第１００号、有田川町議会政務調査費の交付に関する条例を一部改正す

る条例の制定についてを議題とします。 

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   質疑なしと認めます。 
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討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   討論なしと認めます。 

これより、採決を行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（橋爪弘典） 

起立全員であります。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

…………… 日程第８ 議案第１０５号 …………… 

○議長（橋爪弘典） 

   日程第８、議案第１０５号、有田川町語学指導等を行う外国青年の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   質疑なしと認めます。 

討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   討論なしと認めます。 

これより、採決を行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（橋爪弘典） 

起立、全員であります。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

○議長（橋爪弘典） 

   お諮りします。 

   日程第２６、議案第７４号から日程第４４、議案第１１１号までを提案理由の説明だけ

にとどめ、議案調査のため審議を中止したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋爪弘典） 

   異議なしと認めます。 
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本日の会議は、これで延会にしたいと思います。 

   なお、次回の本会議は、９月１８日、木曜日、午前９時３０分に開議いたします。 

   本日は、どうもご苦労様でございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １６時２０分 


